




















































































































































































































































































































































































































































L． 海 辺 に し て 月 を 望 み て 作 る 歌 九 首
秋 風 は 日 に 異 に 吹 き ぬ 我 妹 子 は い つ と か 我 れ を 斎 ひ 待 つ ら む
大 使 の 第 二 男 。
神 さ ぶ る 荒 津 の 崎 に 寄 す る 波 間 な く や 妹 に 恋 ひ わ た り な む
右 の 一 首 は 土 師 稲 足 。
風 の む た 寄 せ 来 る 波 に 樵 り す る 海 人 娘 子 ら が 裳 の 裾 溢 れ ぬ
＊ 天 の 原 ふ り さ け 見 れ ば 夜 ぞ 更 け に け る よ し ゑ や し ひ と り 寝 る
夜は明けば明けぬともわ た つ み の 沖 つ 純 海 苔 来 る 時 と 妹 が 待 っ ら む 月 は 経 に つ つ志 賀 の 浦 に 洲 り す る 悔 人 明 け 来 れ ば 補 み 漕 ぐ ら し 枡 の 音 聞 こ妹 を 思 ひ 媒 の 寝 ら え ぬ に 暁 の 朝 霧 ご も り 雁 が ね ぞ な くタ さ れ ば 秋 凪 寒 し 我 妹 子 が 解 ぎ 洗 ひ 衣 行 き て 早 済 む我が旅は久しくあらしこの我が消る妹が衣の垢づく見れば
（ 15 - ― - 六 五 九 ー 六 七 ）
越 中 国 の 歌 四 首
大 野 道 は 茂 道 茂 路 茂 く と も 君 し 通 は ば 道 は 広 け む
＊渋谷の二上山に節ぞ子生むといふさしはにも君のみために競
ゅ
（ 15 - ― - 六 四 四 ー 五 一 ）
ひさかたの天照る月は見つれども我が思ふ妹に会はぬ頃かも
＊ ぬ
ば た ま の 夜 渡 る 月 は 早 も 出 で ぬ か も 海 原 の 八 十 島 の 上 ゆ 妹
があたり見む
( 16 三 八 八 一 ー 四 ）
能登郡にして香島の泄より舟を発し、
熊 来 の 村 を さ し て 往
く時に作る歌二首
＊ 鳥 稔 立 て 舟 木 伐 る と い ふ 能 登 の 島 山 今 日 見 れ ぱ 木 立 茂 し も 幾
代 神 ぴ ぞ香 島 よ り 熊 米 を さ し て 消 ぐ 舟 の 柑 取 る 間 な く 都 し 思 ほ ゆ
( 17 四 0 二 六 ー 七 ）
m
は 、
藤 原 麻 呂 と 大 伴 坂 上 郎 女 と の 勲 答 歌 で 、
そ の 贈 答 の 最 後
に 旋 頭 歌 が 用 い ら れ て い る 。 ②
は、
山 上 憶 良 の 秋 の 七 な の 歌 で 、
短 歌 と 旋 頭 歌 と に よ る 二 首 一 組 。 ③ ー 固 は 、
いずれも逍新羅使歌
群 の 中 に あ り 、
③は、
備 後 国 の 長 井 の 浦 で の 作 三 首 。
そ の 冒 頭 が
旋頭歌である。④は、
幾 前 国 の 分 間 の 捕 で の 作 八 首 。
その末尾に
旋 頭 歌 を 骰 く 。 固 は 、
筑 前 国 栂 多 湾 の 海 浜 で の
作 九 首 。





短歌と旋頭歌の組み合わせになっている（後半二首は短歌と仏足石 歌 の 組 み 合 わ せ ） 。 切 は 、
























































































































における「虫麻呂歌集」所出 配列 問題につ て述ぺておき
7 





右の歌々の配列基準につ い て は 種 々 議 綸 さ れ て い る （ こ の 問 の 1
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歌集」所出の歌がまとめて収 録 さ れ て お り 、 ① ー ③ の歌はその中に 含 ま れ て い る 。
そ の 配 列 の 様 相 を 具 体 的 に 記 せ ば 、
次 の よ う に
な
る。
詠 上 総 末 珠 名 娘 子 一 首 井 短歌詠水江補 約 子 一 首 井 短歌見河内大橋独 去 娘 子歌一首井短歌見武蔵小 崎 沼 勁 作歌一首那賀郡 暖 井 歌 一 首手 綱 浜歌一首登二月諸卿大夫等下難波時歌二首井難波 経 宿 明 日 還 来 之 時歌ー首井短歌検税使大伴卿登 筑 波 山 時歌一首井短 短歌
事情は「「虫 麻 呂歌集」の配列基 挫 」 岡 山 大 学 大 学 院 文 化 科 学 研究 科 紀 要 第 五 号 、
一 九 九 八 年 に お い て 述 ぺ た ） 。 結 論 を い え ば 、









I 季 節 を 限 定 し な い歌の部(ll③の 六 首 ）
と、
II 季 節 顛 に












2 の歌には「春の日の 霞 め る 時 に ・ ・ ・ 」 と い う よ う
に、
そし




こ の 点 に つ い て 、 伊 藤 論 文 は 、
2 の歌における「春の 日 の 霞 め
る 時 に ； ． 」 は あ く ま で歌の祁入部であって、
歌の本旨であ る 補 島
伝説自体は春という季節にかかわらないとし、
① の歌の「霜」 は
必 ず し も 季 節 を 限 定 し な い 素 材 で あ る と し て 、
2 の歌と①の歌と
がIの中に入って い る こ と に 問 題 は な い と し て い る 。
そして、
I
の 内 部 は 、
長反歌(li3)↓旋頭歌（①）↓短歌（②③）とい
う よ う に 、
歌の形式を第 一 基 準 に し て 配 列 さ れ て い
ると
説 い て い
る 。
けれども次のように考えるならば、
こ の 問 題 は も っ と 簡 単 に
肝くことができるのではなかろうか。
1 ー 3 は 、
伝説中の人物、
8 
およぴそれに準ずる特殊な人物を題材にした歌としてまとまっている。
そして、
①ー③は、
以上述べてきたとおり、
要恋しさとい
うことを主題とする歌としてまとまってい
る。
はたして巻九編者
は、「虫麻呂歌集」の歌々を季節順に配列するということを第一に企図しつつも、
一方で、
歌の内容によるまとまりということを
蒻狐したのではなかったか
。
巻九雑歌の「虫麻呂歌集」歌の絹集手順をこのように捉えてよ
いのだとすれば、
以上述べてきた①
i®
の歌について、
その内部
的な関連を最も早く読み取ったのは、
ほかならぬ巻九編者であっ
たということになる。
これに加えて、
旋頭歌↓短歌の顛で絋み合
わせて公表する詠法が、
のちに造新羅使歌群(15三六―二1四）
や家持作歌(17四0二六ー七） おいて見られることを思うならば、
虫
麻呂の①ー③の歌が後人に与えた影響は思いのほか大き
かったのではあるまいか。虫麻呂の旋頭歌一首、
短歌二首は、
腐
業和歌史の一面を知 上でも、
肌味深い作品群ではないかと思わ
れる
。
（一九九七·―-．
l
五）
注
(l)
「わが尾には霜な降りそと」という「わが」は、
文脈上ここは、
複数と見なくてならない。
これについては、『古典全集」(-九七ニ
年）の頭注に、「我が尾にはーこのワはわれわ
れの
意。雄は雌の、
雌
は雄の身を案じて
いた
わり合っていることを表わす」とあるのが意
を尽くしていると思われる。
(2)
下句に「降
り匝ける霜」とあることを重視するならば、
一首は、
秋か冬かの早朝の光般をうたっていると捉えられる。『科葉集
j
にお
いて
「霜」は、
秋と冬とを代表する飛物としてうたわれる傾向が顕著
であり（ の例は10ニニニニ・ニ―――]五・ニニ0三・ニニ―
lo
．ニニ
三二など
。冬の例は10-,＿三三六、
19四――ーなど）、
当時すでに、
寒
い季
節に起きる自然現象として捉えられていたと考えられるからであ
る。
口語訳 おいて「一羽でこの寒い夜を
明かしたのであるらしい」
という意を補ったのは、
そうした理由に基づく。
なお、
いうまでもな
いこ ながら、
上句の「埼玉の小埼の沼に鴨ぞ羽きる」からはうたわ
れて る季節や時間のことなどは窺い知るこ
とができない（「鴨」は
季節を
限定して
うたわれる
烏ではない。
3二五七＾春〉、
4七
l-
＾秋〉、
1六四〈冬＞参照）。
とすると、下句は、
上句の光供の季節と
時間とを明かしていることになり、
その点にも、
この歌の旋頭歌とし
ての妙味を認めることができ のかもしれ 。
(3)
前に掲げた
mim
の中にも、
今の楊合と同様に、
旋頭歌を冒頭に
匠き短歌を統ける歌群がある。ゆとSとがそれである。
いずれも、
旋
頭歌を冒頭に屈くことによる効染を期待したものと思われるけれども、作歌時期ということでいえば、
虫麻呂の例が最も早い。少なくとも、
祠栞集において、
虫麻呂の旋頭歌一首、
短歌二首とによる組み合
わせは、
旋頭歌↓短歌の順による詠法の先駆である。
（にしきおり
ひろふみ
閃山大学大学院文化科学研究科）
，
